
ジ ョー ジ ・ハ ーバ ー トの

聖 職 者 に な ることへ の逡 巡(後)

ジョン・ダンの 「聖職者 になったティルマン氏 に」と関連 して

山根 正弘

[前編概 要]ジ ョン ・ダ ンの影響 を直接 、間接 に強 く受 けた宗教 詩人 ジ ョー一ジ ・ハー

バ ー トは、 ケ ンブ リッジ大 学 の大 学代 表弁十 そ して 国会議 員 にまで なった地方 出身

のエ リー トであったが、最後 は ソールズベ リー近郊 の僻村 ベ マ1'ン の教 区牧 師 とな

った。伝 記 作家 ウ ォル トンに よる と、ハ ーバ ー トは宮廷 で の昇 進 を夢 見 なが らも、

自身 の才能 を神 の栄光 に捧 げ るとい う信 条 を捨 て きれず、 どち らの道 を選 ぶべ きか

逡巡 し心 の葛藤 を経 験 した とい う。ハ ーバ ー トが政治 の要職 を諦 め神 の栄光 を讃 え

るた め、 身 を落 として片 田舎 に隠遁 し教 区民 のため に牧 師にな った とい う見 方 は、

以 降支 配 的 とな る。 もし、ハ ーバ ー トが聖 職者 になる ことをた め らった とす れ ば、

そ の原 因は何 で あろ うか。 テ ィルマ ンの ように、聖 職者 に相 応 しくない と自 ら感 じ

ていたのであ ろうか。それ ともダンが提示 した ように、 当時社 会 的 に蔑 まれていた

が ゆえ に、進 ん で聖 職者 にな ることにため らいを感 じていたの であろ うか。ハ ーバ

ー トが聖職者 になることを逡 巡 した理 由を、先例 とも模範 ともなった ダンの 「ティル

マ ン氏 に」を手が か りに解 明す る。 第1章 では、 テ ィルマ ンとダ ンとの関係 をペ ンブ

ル ック伯 の文学 サー クル内で の宗 教的 なパ ロデ ィの観 点か ら論 じ、 第 皿章 では、伝

記 事 実 を踏 まえなが らハ ーバ ー トが経 験 した心 の 葛藤 を詩 や手 紙 の中 に求 め た。

(2006年3月 発 行 『英 語英文学研 究』第58号 所 収、pp.73-90)
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皿 軽蔑される聖職者

ウ ォル トンに よると、1626年 頃、ハーバー トは宮廷 での栄耀 栄華 を諦 めて、聖職

者 にな るべ きか どうか真剣 に迷 った とい う。 その心 の葛 藤 を経 て覚悟 を決 めたあ と、

宮 廷 の友 人 に聖 職入 りを打 ち明 けた ところ、 その友 人 はハ ーバー トに決心 を翻す よ

う説 得 した。 なぜ な ら、彼 の ような天 与 の才 能 をもち、 身分 の高 い者 に とって は、

僧 職 はあ ま りに も卑 しい仕 事 であ る とい うのだ。友 の説得 にひるむ こ とな く、ハ ー

バー トは次の ように決 意を披 澄 した。

IthathbeenformerlyjudgedthattheDomestickServantsofKingof

Heaven,shouldbeofnoblestFamiliesonEarth:and,thoughtherniquity

ofthalateTimeshavemadeClergy-menmeanlyvalued,andthesacred

nameofPriestcontemptible;YetIwilllabourtomakeithonourable,by

consecratingallmylearning,andallmypoorabilities,toadvancethe

gloryofthatGodthatgavethem...(Walton,277)

(天 の 王 、 神 に 仕 え る 家 僕[聖 職 者]は 、 こ の 世 で は貴 族 出 身 で あ るべ きだ と、

か つ て は 考 え られ て い た 。 近 頃 は 不 当 な 考 え に よ っ て 、 聖 職 者 の 評 判 も地 に

落 ち 、 司 祭 と い う神 聖 な 名 も軽 蔑 さ れ る よ う に な っ た が 、 け れ ど 私 は 、 も て

る 学 識 の す べ て と僅 か な が らの 才 能 をす べ て 、 そ れ を与 え て くだ さ っ た 神 の

栄 光 を 高 め る た め に 捧 げ る こ とに よ り、 聖 職 者 の 名 誉 回 復 に 尽 くし た い と 思

う。)

ウォル トンよりもまえにハ ーバー トの小伝 をまとめ た 『ハーバー ト遺 文集』(Herbert

Remains,1652)の 編 者バ ーナバ ス ・オー リー(BamabusOley)は 、ハ ーバー トが

聖職 者 になったことは名 門の品位 を落 とす ことであ った、 との世 間の非 難 を紹介 し

て いる。 「『聖堂』の著者 で ある詩人 の ジ ョー ジ ・ハ ーバ ー ト氏 は、当代 で も稀 な思

慮分 別 と教養 を身に付 けた人物 であ るが、その氏 をある人 が真面 目に次 の ように非

難す るの を聞いた ことがあ る。つ ま り、彼 は立 派 な才 能 を無駄 遣 い し、 出世 にも役
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立 てず、 自身 を見失 い、身 を落 とす ことになった、 と。そ の言 葉 は今 で もよ く憶 え

ている」26)。ウォル トンは伝 記 の材料 として、兄 エ ドワー ド・ハ ーバ ー トの 自叙 伝

で描か れた弟 の聖人像 とオー リーの小伝 を用 い、「ベマ トンの聖人」を巧 妙 に創 り出

しているか のようだ。

ハ ーバー トとウ ォル トンは、 同 じ年 に生 まれ た同時 代 人で ある。だ が、ハ ーバ ー

トは、ほぼ40歳 で この世 を去 ったのに対 し、 ウォル トンは生 き長 らえて、1683年 に

90歳 で亡 くなっている。 ウォル トンがハ ーバ ー トの伝 記 を書 き始めたの は、1660年

の王政復 古後 であ り、内乱 を経 たあ との異 質 な社 会 状況 の もとでハーバ ー ト伝 は仕

上 げ られた。 また、ウ ォル トンには、 聖人伝 を記す とい う意 図が あったので、場 合

によっては、 デ フォル メされ た形 でハ ーバ ー トの生涯 が 伝 え られ てい る27)。で は、

ハ ーバ ー ト自身 は、聖職者 が人 々か ら軽 視 され る状 況 を どのよ うに感 じてい たので

あろうか。 次 に、 ハーバ ー トの作 品 の中か ら、聖職 者 の社 会 的身分の低 さとそ の蔑

視 され る情 況 を見 てみたい と思 う。

ハ ーバー トの 「教 会の袖廊」に、聖職者 の社 会的身分 の低 さを暗示す る一節が ある。

担 当の教 区で実際 その任 に就 いていたハ ーバー トは、説教 者の言葉や言 い回 しをか

らか ってはいけない と説 く。そ の理 由 は、彼 が どのよ うな立場 の者 であって も、神

の遣 いに違 いないか らとい う。

Andlovehimpreacher]forhisMaster:hiscondition,

Thoughitbeill,makeshimnoillPhysician.(``TheChurch-Porch"443-4)

(彼 の 主 ゆ え に 、 彼[説 教 師]を 敬 愛 し な さ い 。 た と え 、 彼 の 地 位 が/卑 し か

ろ う と も、 そ れ に よ っ て 悪 し き医 師[救 済 者]と は な ら な い か ら。)

せ っか く教 会 に足 を踏み入 れ、説教 に耳 を傾 けた として も、 当の説教 者 を馬鹿 に し

た ら、 い くら素 晴 らしい説 法 であれ、 なん ら得 るもの もな く教 会 を後 にす るこ とに

なって しまう、そ の危 険性 をハ ーバー トは指 摘 している。 その指摘 の背景 には、貴

族 ・上流 階級の者 及びそ の子弟 が、聖職 者 の社 会的 に地位 ・身分 ゆえに、彼 らの説

教 を愚弄す る傍若無 人な振 る舞 いが横 行 していた と思 われ る28)。
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『田舎牧師』第19章 には、上流階級 の子弟があまり聖職者にならなかった事実が

読み取れる箇所がある。牧師は、近隣iの教区と絶えず連携 を取 り合 うばか りではな

く、身近に接 し交流を持つ ように奨め られる。

Likewisehe[theCountreyParsonswelcomestohishouseanyMinister,

howpoorormeansoever,withasjoyfullacountenance,asifhewereto

entertainsomegreatLord.(Works,253}

(同 様 に 彼[田 舎 牧 師]は 、 た とえ そ の 人 物 が 貧 し く卑 し か っ た と し て も、 あ

る お 偉 い 領 主 を も て な す か の よ う に 、 満 面 に 笑 み を 浮 か べ て 、 い か な る 聖 職

者 を も家 に 迎 え 入 れ な くて は な ら な い 。)

聖職者 の僧禄 は官職 に比べ てか な り低 く、彼 らの生活状 況 はむ しろ苦 しか った。才

能や功 績 に よってで はな く、財産や 収入 の多 寡 で人 間の価 値 を判 断す るとす れば、

上流 階級 の 人々に とって、 聖職 はその子 弟 に就 かせ た くない仕事 の一つ であ った。

ハ,___.バー トの ように、名 門出のエ リー トが あえて田舎 の聖職者 になる とは、 当時 の

階級 意識 か らす ると、狂 気 の沙 汰 であ った と思 われ る。 だか らこそ、ウ ォル トンは

ハ ーバ ー トを聖職 者の模 範 と仰 ぎ、「聖 人」に祭 り上 げることが で きたのである。

『田舎 牧師』の 第28章 で は、聖 職者が 軽 蔑 され るのは、宿 命 であ るとまで断言 さ

れている。そのタイトルは、文字通 り、「軽蔑 される牧師」("TheParsoninContempt")

である。冒頭部分 を次 に引用 してみ よう。

TheCountreyParsonknowswell,thatboththegenerallignominywhichis

castupontheprofession,andmuchmoreforthoserules,whichoutofhis

choysestjudgmentheehashresoivedtoobserve,andwhicharedescribedin

thisBook,hemustbedespised;becausethisbathbeentheportionofGod

hisMaster,andofGodsSaintsBrethren,andthisisforetold,thatitshallbe

sostill,untilthingsnomore.Neverthelesse,accordingtotheApostlesrule,

heendeavoursthatnoneshalldespisehim;especiallyinhisownParishhe
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suffersitnottohisutmostpower;forthatwherecontemptis,thereisno

roomforinstruction.{Works,268}

(田 舎 の 牧 師 は、 次 の こ とを よ く心 得 て お か な くて は な らな い。 つ ま り、 そ の

聖 職 に課 せ られ た 社 会 一 般 の 汚 名 と、 さ らに 自 ら選 ん だ 判 断 で 遵 守 し よ うと

心 に 決 め た 規 則(そ の 規 則 は この 本 の 中 に述 べ られ て い る が)の た め に、 牧

師 は軽 蔑 され る とい うこ と を。 なぜ な ら、 これ は、神 とそ の 聖 徒 た ちが 定 め

た宿 命 で あ り、 世 の終 わ りまでず っ と変 わ らな い と予 め 定 め られ て い るの で。

そ れ に もか か わ らず 、 使 徒[パ ウ ロ]の 規 程[テ モ テへ の 手 紙(1)4章12節 コ

に よれ ば 、 牧 師 は だ れ か らも軽 蔑 され な い よう努 力 す べ きで あ る。 特 に、担

当 の教 区 にお い て は、力 の 限 りを尽 くして、軽 蔑 され ない よ うに。とい うの も、

軽 蔑 あ る ところ に、 教 導 の余 地 は ない か ら。)

ハ ーバー トは、 ここで聖職 者が 馬鹿 にされ る理 由を二 つ挙 げてい る。0つ は、 これ

まで見 て きた ように、階級 意識 に基づ く蔑視 であ る。 もう一つ は、牧 師 の規 則 ・義

務 に存 し、 『田舎牧師』に詳 しく述 べ てあると言 う。以下 に、 田舎牧 師の務 めの中に、

聖職 者蔑視 の原 因を探 ってみたい と思 う。

『田舎 牧師』は、ハ ーバ ー トが理想 とした聖職者 のあるべ き姿 を記 した散文 のある

種 マ ニュアルで、チ ョーサ ーの 『カ ンタベ リー物語 』の総序 に登 場す る教 区司祭 の

亀鑑 を具象 化 したかの ような作 品であ る。 その中で、ハ ーバ ー トは職務 としての宗

教 的な儀 式 の執 り行 ない方 や祈 りの規定 ばか りで はな く、 日常の私生活 に至 るまで、

聖職 者の果 たすべ き義務 ・役 割 を詳細 に描 写 している。例 えば、 その第14章 「巡回

す る牧 師」("TheParsoninCircuit")で は、 田舎 の牧 師 は、平 日の午後 、教 区内 を

巡 回 して家庭 訪 問を しなけれ ばな らない と言 う。 日曜の取 り繕 った姿 ではな く、あ

りの ままの生活 状 況 を見 て、教 区民 を指 導せ よとい うのであ る。彼 らが祈 りの最 中

であれ ば、その行為 を誉 め、さらにもっとお勤 めに励 むように促 す。読 書中であれ ば、

良書 を与 える。傷 の手当 をしていれば、薬草 の調合 の仕方 を教 え、傷 の手 当が神 に

よって評価 され る行為 で ある ことを示 し、 さ らにそ の治療 を召使 いの手 に委ねず 、

常 に 自分 た ちの手 で行 なうよう導 く。そ うい う次第 で、牧 師 は教 区内 の家庭 訪 問 を
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次 々 とこな して行 くのであ るが、実 際問題、 その中 には、ハ ーバ ー トが あえて訪 れ

た くない家 もあ った のか も知 れ ない。彼 自身 を戒 め るかの ように、 どんな家 であろ

うと避 けてはいけない と厳 し く命 じる。

WhereforeneitherdisdainethhetoenterintothepoorestCottage,thoughhe

evencreepintoit,andthoughitsmellneversoiothsomly.ForbothGodis

therealso,andthoseforwhomGoddyed:andsomuchtheratherdothhe

so,ashisaccessetothepoorismorecomfortable,thentotherich...(Woks,

249)

(そ れ ゆ え 、牧 師 は 、極 貧 の 人 の 家 を 訪 れ る の を 嫌 が っ て は い け な い 。た と え 、

這 う よ う に し て 家 に 入 っ た り、 そ の 家 が 非 常 に 嫌 な 臭 い が し た と し て も。 神

は そ の 家 に も お られ て 、 そ う い っ た 人 々 の た め に 命 を 落 と し た の で あ る か ら。

だ か らこ そ 、 な お さ ら牧 師 は 、 お 金 持 ち の 屋 敷 に 通 う よ り も、 貧 し き者 の 家

に 行 く方 が 楽 し い と思 え る よ うに な りな さ い 。)

貧 しい人 の家 の構 造、悲惨 な生活 状況 が間近 に伝 わってきそ うな描写 であるが、田

舎牧師 の役 割 は、 まさにその ような人 々 との接触 にあ った。 なぜ な ら、「宗 教 は常 に

貧 しき者 に味 方 し」("TheChurchMilitant"1.252)、 「貧 しき者 はイエ ス ・キ リス ト

の似 姿」("TheChurch-Porch"L380)で あるので。 また、ハ ーバ ー トは病 身の母 親

に宛 てた手紙(1620年12月6日 付)で 、 「山上 の垂訓」を引用 して、「聖書 で は、神

の祝福 は富 める者 ではな く、貧 しき者 に与 え られ る。金持 ちや貴 族 が祝福 を与 え ら

れ るのを 目にす ることはない。『柔和 な人々は幸 いである、貧 しい人 々は幸 いであ る、

悲 しむ人々は幸 いである、その人た ちは慰 め られ る』」と、 したためている29)。

ハ ーバ ー トの 「順 い」と題す るソネ ッ ト形式 の寓 話詩 で も、話者 が探 し求 めて い

た主 イエス を見 出す のは、社 会 のあぶれ者 の 間であ る。あ る富め る地主 ・領 主の小

作 人 であ った話者 が、あ ま り作 物 が育 たない ことに業 を煮 や し、 その契約 を取 り消

し新 しい農地 を借 りようと決心 した。そ こで、天上 の荘 園 に領主 を訪ね たが、入 れ

違 いに地上 に降 りた ところだ とい う。
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Istraightreturn'd,andknowinggreatbirth,

Soughthimaccordinglyingreatresorts;

Incities,theatres,gardens,parks,andcourts:

AtlengthIheardaraggednoseandmirth

Oftheevesandmurderers:thereIhimespied,

Whostraight,Yoursuitisgranted,said,&died.("Redemption"9-14}

(即 座 に 戻 っ た 。そ して 、高 貴 な 生 まれ で あ る の を知 っ て い た の で 、/相 応 に 、

身 分 の 高 い 人 が 集 ま りそ うな 処 を 探 した 、/都 市 、 劇 場 、 庭 園 、 猟 園 そ し て

宮 廷 な ど を 。/つ い に 、 ぼ ろ を 着 た 強 盗 や 殺 人 者 が 浮 か れ 騒 ぐ声 を 聞 い た が 、

/そ こ で 、 そ の 方 を 見 つ け た 、/即 座 に 「君 の 願 い は 叶 え ら れ た 」 と言 わ れ

て 息 絶 え た 。)

ハ ーバ ー トが赴任 したソールズベ リーが あるウ ィル トシャー では、 囲い込 みが行 な

われてい た。ハ ーバ ー トの庇護 者ペ ンブル ック伯爵 が治め ていた領地 で も、 それに

抵抗 し暴動 が起 きていた。 さす が に、伯 の居 城 ウ ィル トン ・ハ ウス周辺 で は、巧 み

に懐 柔 して、平穏 を保 っていた らしいが、ハ ーバー トは、その ような状 況 を踏 まえ、

さらに福 音 書 の記述 を織 り交 ぜ なが ら30)、本 当に宗教 が必 要 な人 とはどの ような類

の人々か、聖 職者 の使命 は どこにあるのか を、寓話仕 立てに示 している。

1601年 の貧民救 済法(ThePoorLawAct)以 降、 貧民 の救 済 は地 方 行政 に委 ね

られ、 各教 区が彼 らに職 を斡 旋 した り、地方税 の一部 を生 活の援助 に充 てた。実際

には、教区の治安 判事 を中心にして、教 区牧師や選 出された教区委員(churchwarden)

等が その任務 に就 いた。なお、貧民救 済法 は、 『田舎牧 師』第12章 で は、"excellent

statute"と 呼 ばれてい る。 「彼 は まず 第1に 、 自分 の担 当す る教 区を見 渡 して、物乞

いや怠 け者 が教 区内に一人 として存 在せず 、すべ て の人が安 楽 な生活 を営 むに足 る

資産 が あるように気 を配 らなけれ ばな らない。 この ことを彼 は、お金や 説得 そ して

教会 の権威 によって、つ まりすべ ての教 区が独 自に維持 ・運営す るの を義 務づ ける、

あの素 晴 らしい法令 を利用 して、成 し遂 げなけれ ばな らない」(下線筆 者)3D。

ダ ンの 「テ ィルマ ン氏 に」にお いて も、聖 職者 の役 割 として、社会 的弱 者 の救 済
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が重視 されている。

ルlanesprerogativewastoBeareChrist,so

'Tispreacherstoconveyhim
,fortheydoe

AsAngelsoutofclouds,fromPulpitsspeak;

Andblessethepoorbeneath,thelame,theweak.("ToMr.Tilman"41-44」

(マ リ ア の 特 権 は キ リ ス トを 産 む こ とで あ っ た 。/司 祭 の 特 権 は 、 神 の 言 葉 を

伝 え る こ とで あ る。/彼 らは 、天 使 が 雲 の 中 か らす る よ うに 、説 教 壇 か ら語 る 。

/ま た 、 身 分 の 低 い 貧 しい 人 、 足 の 悪 い 人 、 弱 い 人 を 祝 福 す る。)32)

教 区牧師 の役割 は様々で あるが、一番大 切 なことは、教 区内の人々、特 に生活 に

困 ってい る人 を、あ る時 には財政 的な援 助 をし、 またある時 には説教 をす ることに

よって、神 の教 えに導 くこ とで ある。 キ リス ト教 の本 質 とハ ーバ ー トが考 えてい た

慈 善活 動(charity)33)は 、田舎の牧 師の場 合、家庭 訪 問か ら始 まる。何 度 も足 を運

ぶ ことによ り、親近 感が 生 まれ、 その親近感 は信 仰へ 導 く触媒 となる。 これはあ く

まで も推 測で あるが、ハ ーバー トが聖職者 になることを迷 っていた とす れ ば、聖 職

者 の社 会 的身分 の低 さとその蔑視 の他 に、 もうひ とつ理 由 として、彼 に比 べ ると身

分 の低 い人 々 との直接 的 な接触 を避 けた いとの階級意 識が、多少 な りとも心 の片隅

にあったの ではないか と思 われる。

ウォル トンは、ハ ーバー ト伝 で意 図的 に彼 を称 賛 している場合 が ほ とん どであ る

が、ただ一 箇所、学 生時代 の欠点 を挿入 して いる。 それ は、生 まれ のよさと才 能 を

鼻 にかけ、劣 った者 とは距 離 を置 き、着 る服 に凝 っていた ことであ る34)。これ もウ

ォル トン流 の騙 しの テクニ ックの一つ で、学生 時代 に生 まれ と才 能 を誇 っていたそ

のハーバ ー トが階級意 識 を克服 して、教 区民 に尽 くす姿 の立 派 さを際立 たせ るため

の伏線 であ るとも解 釈 で きるが、や は り、将 来 を嘱望 され た若者 の驕 りであ った と

思 われ る。 そのあ と、大 学 での要 職 に就 き下 院議員 とな り、国 の要 職 も手 の届 く範

囲 にあ ったが、突然庇 護者 の政治 的な没 落 とともに、宮廷 ・政界へ の 出世 の道が 閉

ざ されて しまう。才 能あ るエ リー トは苦渋 の選択 を迫 られ、振 り子 の揺 れか ら脱 却
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し、神 の僕 として生 きて行 く決 意 を固めたのであ る。

だが、周 囲の状 況か らやむ を得ず 片田舎ベ マ トンに赴任 した として も、一旦 決意

を固めたあ とは、ハ ーバ ー トに若 い頃の驕 りや心 の迷 いは既 にな く、教 区民 との心

の交 流 を大切 にしなが ら、詩作 ・著述 に励 んだに相違 にない。

むすび

ウ ォル トンには、模範 となるべ き国教会 の聖職 者が必 要 であ り、ハーバ ー トの生

涯 は格 好 の題 材 であ った。 したが って、 ウ ォル トンが 感動 的 に描 いた伝 記 の うち、

聖職者 になるべ きか ど うか とい うハーバ ー トの逡巡 は、極端 な言い方 をす れば、伝

記作家 の想像 の産物 で あったか も知れ ない。 実際、 ウ ォル トンは、ハーバ ー ト伝 を

書 くにあた り、愛情 を込め た眼差 しで彼 の生涯 を辿 り、都 合 よくハ ーバ ー トの詩 や

散文 を引用 している。それ を根拠 に、ハ ーバ ー ト本人 には、 田舎 の教区牧 師 に就任

す ることに対 し、 もとより心 の葛 藤 はなか った と考 える向 きもあ る。 しか しなが ら、

確 か に、 ウォル トンに聖人伝 を書 く意 図が あったに して も、ハ.__.バー トを直接知 る

友 人 ・知人 が、伝 記が 初 めて 出版 され た1670年 に は存 命 であ り、彼 らが異 議 を唱

える可能性 が 十分 にあ るので、あ りも しない人生 を捏造 す るこ ともで きなか ったは

ず であ る。地 方エ リー トのハ ーバー トに、政 界 での出世 を諦 めて田舎 に隠棲 す るこ

とへ の抵 抗 は、確か にあ った と私 は思 う。

判 っている限 りで は、聖職 者 になることへ のため らいを最初 に表 明 したのはテ ィ

ルマ ンであるが、 ダンはそれ を返事 の形 を借 りて独 自の考 え を展 開 した。ハ ーバ ー

トは、 ダンの文言 をそっ くり借 りて、 それ と判 るように、 自身の作 品の中 に嵌 め込

んだ。 この一連 のや りとりは、ペ ンブ ル ック伯 を中心 とす る派 閥兼 文学サ ー クルの

中で行 なわれ てい て、文 学 的虚構 ・パ ロデ ィと捉 える ことも可 能で あ るが、地位 ・

身分 がそ う卑 しくもな く、才能 に恵 まれ た者 が 国の要職 に就 けず にいた とき、彼 ら

が聖職者 にな らざるを得 なか った に して も、就任 へ の戸惑 い を文学 的な形 式で表 現

することは、極 めてあ りうべ きことでは なかったか と思 われ る。

ハーバー トが、聖職者 になるこ とをため らって いた とす れば、おそ らくその時期 は、
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1624年 に下 院議 員 として議会 に出廷 した後 の ことで、彼 はその場 で凄 まじい まで の

政権抗争 とそれ に破 れた者 の惨 め さを 目の当た りに したに相 違 ない。そ の頃、彼 が

属 していたペ ンブルック伯派閥は政治的に没落の0途 を辿 り、それを直接の契機 と

して、ハ ーバー トは、学生 時代 か ら人生の 目標 と定め ていた田舎の聖職 者 になる決

意 を固めつつ あった と想像 され る。だが、 階級 意識 を強 く引 きず っていたハ ーバ ー

トには、教 区民 との身近 な交流 は、で きれば避 けたい事柄 であったが、それ とともに、

神 の栄光 を讃 え、恵 まれ ない人 を救 済 したい とい う生涯 の 目標 もあった。ハ ーバ ー

トの心 の揺 れが おさまるのは、1627年6月 に母 親が死 に、翌月チ ャールズ王か ら荘

園 を賜った頃で、結 婚相手 を見つ ける1629年3月 まで には、田舎 の聖職者 になる心

の準 備 はととのってい た。
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